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■具体的な取組み 

 

 

 

○課題把握と目標設定 

・三瓶中学校におけるアンケート調査（H18）において、自己肯定感が非常に低いと

いう課題を把握。 

・『自己肯定感を高める生徒の育成』を教育目標に加え、すべての教育活動をとお

して、教師と生徒の良好な人間関係づくりを目指すこととした。 

 

○具体的実践（主な取組み） 

・日常的に、すべての教師が生徒に対して「認め励ます言葉かけ」を意識し実践。 

 7 つの致命的習慣は使わず、身に付けたい 7つの習慣を使う。 

・生徒が「自己理解を深め、自己肯定感を育む方法を学ぶ」ために、学習指導案を

作成し、担任と一緒に授業を実施。 

 

○学習指導案（一例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：『選択理論を学校に』（柿谷正期・井上千代著）p58 

  

（事例）実践者：井上 千代さん（養護教諭） ※H12 より選択理論に基づく実践を開始 

実践校：愛媛県西予市立 三瓶中学校（H17～H25）及び明浜中学校（H26～H28） 


